
令和７年度 あいさんハウス・ぎふ 事業報告 

 

【１.概況】 

令和７年度は地域との連携強化をテーマにかかげ、本年度から義務化された地域連

携推進会議を開催し、施設見学および地域との情報交換を実施しました。また、長良

川ふれあいマラソンや赤い羽根共同募金などの地域行事への参加を通じて、地域と顔

の見える関係構築に努めました。放課後等デイサービスにおいては同一法人内の高齢

者施設への慰問・見学交流を行い、世代間交流と法人内連携を深めました。 

運営面では、きらめきフェスティバルをはじめ、食事イベントや外出支援の拡大な

ど、利用者の楽しみや生活をより豊かにすることを重視した多種多様な活動を実施し

ました。 

防災面では、有事に機能するよう地区防災協定を実態に合わせて見直し、地域防災

体制の強化を図りました。 

 

【２.重点取り組み内容】 

（１）自立した組織体制の確立 

施設の運営方針をふまえ、各事業所の責任者が中心となって担当部署の課題抽出と

解決に努めるとともに、報告・相談体制を充実させました。 

職員の接遇意識の向上、虐待や不適切な支援の防止について、施設内外研修や委員

会活動等を通して定期的に学び、規律正しい運営ができる仕組みづくりを推進しまし

た。各種業務においても属人的な対応から組織的な取り組みへとシフトするよう努め

ました。 

 

（２）職員の総合的な資質の向上 

施設内外の研修への積極的な参加を促し、必要な知識や技能の習得を通じて専門性

の向上に努めました。外部病院の看護師を招聘して行った専門研修では、統合失調症

や強度行動障害の病理や支援について理解を深める機会となりました。 

個別研修や会議体の活性化、専門書の貸出等を通じて、非常勤職員などの短時間勤

務者にも平等に学ぶ機会を提供することができました。 

また、人事考課制度に基づいた適切な評価結果を処遇へ反映し、職員の自発的成長

やキャリアアップを促進し、資格取得や研修受講につながりました。 

 

（３）事業の拡大に向けた取組み 

近隣地域の利用者ニーズに合わせた支援提供のため、送迎車両（リフト付き福祉車

両）を新たに導入し、利用者増加に伴う送迎エリアの拡大に対応できる体制構築を推



進しました。 

また、利用者とその家族に対する面談方式のモニタリングを充実させ、それぞれの

意向を丁寧に聞き取り、一人ひとりに合わせた計画を作成・提案することができまし

た。 

 

【３．各部署事業報告】 

１．共同生活援助（グループホーム） 

利用者の生活の充実につながる住環境の見直し・改善を随時行いました。口腔ケア

では近隣歯科医院による研修を実施するとともに、障がい対応の歯科医による歯石除

去にもつなげることで、利用者の口腔衛生の改善・健康増進に努めました。余暇時間

の充実に向けては、毎月のクラブ活動や日中活動での外出支援などを通じて個別ニー

ズへの対応を進めました。一方で、入居希望者の確保が依然として課題となっており、

ヒヤリハットや事故等の報告体制については改善を継続していきます。 

 

２．生活介護 

適切なタイミングでモニタリングを行い、支援計画への反映に努めました。会議体

の中で必要なテーマでの勉強会や事例検討を実施し、具体的な支援方法の提案と見直

しを適宜行うことで、支援の質の向上に取り組みました。令和６年度より開始した買

い物や外出等の個別支援を継続・定着させるとともに、利用者の意思のもとにクラブ

活動を新たに取り入れ、支援グループ単位での活動機会の充実を図ることができまし

た。 

 

３．就労継続支援Ｂ型 

請負事業、内職、施設外就労のバランスを考慮し、社会情勢や利用者の状況、事業

所の状況に合わせて就労支援内容の整理を行いました。各企業担当職員の役割と責任

を明確にし、製品不具合を未然に防ぐシステムの精度を上げ、不良品や苦情を減らす

ことができました。新たに地域の公民館清掃やのぼり畳みの作業を獲得し、利用者の

特性や作業能力に応じた振り分けを行うことで、地域社会の一員としての自覚や自信

につながるよう努めました。目標平均工賃には及ばなかったものの、就労収入につい

ては増加させることができました。 

 

４．就労移行支援 

利用者個々の特性に応じた個別訓練プログラムを作成し、利用者の成長や状態に応

じてプログラムの更新を行いました。利用者の希望を踏まえて就職先企業を確保し、

就職先の必要とする技能や運営に必要な内容を含んだ実習を実施しました。短時間雇

用や限定的な業務での就職先も検討し、利用者の意向を踏まえたマッチングを図りま



した。新規利用者は年度始まりや期中に獲得できましたが、安定した利用継続につな

げることができず課題が残りました。 

 

５．児童発達支援・放課後等デイサービス 

児童の発達過程や特性に合わせ、支援プログラムに基づいた個別療育と集団療育を

組み合わせて実施しました。将来の自立や学校卒業後の生活を見据え、就労継続支援

事業所と同等の作業を体験できるプログラムを提供しました。 

他の放課後等デイサービス事業所、児童養護施設、特別養護老人ホームとの交流活

動や外出支援、社会体験活動の機会を多く持ち、社会とのつながりや新しい経験を得

ることに努めました。職員育成では、外部研修や法人内合同職員研修への積極的な参

加、勉強会の開催などを通じて専門職としての知識・技術の習得に努めました。 


